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１．地下街耐震に関する調査報告書の概要

調査は、地下街の耐震に関する実態調査を行うとともに、その調査結果や先進事例をふまえ、構造躯体に対す

 
る耐震診断・補強についての調査の進め方、調査内容や留意点、実施した事例等を整理して報告書として取りま

 
とめ、今後、地下街会社の担当者が地下街躯体の耐震診断や耐震補強を実施する際の手引きとして活用される

 
ことを目的として実施したもの。

○

○

 

調査の目的

第１部：調査の位置づけ（調査の目的、概要等）

第２部：地下街の耐震に関する状況
・地下街等における既往の地震被害

阪神・淡路大震災での地下街、公共地下駐車場、地下鉄道の被害状況
・

 

地下街の状況

地下街の概要（定義、整備状況等）
地下街の耐震設計の概要等
地下街における耐震診断・補強の状況

第３部：耐震診断・補強を実施する際の留意事項
・耐震診断・補強の流れ
・調査方法
・耐震診断方法（代表的な事例等）
・耐震補強方法（代表的な耐震補強方法、代表的な事例等）

⇒ 資料２
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２．地下街の設計基準

※同一地下街において、延伸等により、開業時期が一期、二期とわかれている場合、当時の調査では、それぞれをひとつの地下

 
街としてカウントしている等のため、

 

83地下街となっている。

【建築系】 建 /83 (57%)

地 29 /83 (35%)

5 /83 (6%)

そ 2 /83 (2%)

/83 (43%)

【鉄道系】地下鉄基準に準じた方法

トンネル標準示方書（土木学会）に準じた方法

その他

建築基準法に準じた方法

建設時の耐震設計の基準 地下街数

47

【土木系】 36

耐震診断方法

【建築系】 9 /14 (64%)

【鉄道系】 4 /14 (29%)

不明 1 /14 (7%)

鉄道系 【鉄道系】 17 /19 (89%)

トンネル標準示方書（土木学会）

に準じた方法
【鉄道系】 2 /19 (11%)

地下街数当初耐震設計

建築系

土木系

（b）建設時の耐震設計基準と耐震診断方法の対応状況

注）耐震診断方法
・【建築系】建築物の耐震改修の促進に関する法律に準じた方法
・【鉄道系】運輸省通達（H7）に準じた方法

注）耐震診断を実施した33地下街を対象

(a)建設時の耐震設計の基準

建設時の耐震設計基準
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３．地下街における耐震診断・対策の実施状況

/83 (4%)

旧耐震基準 40 /83 (48%)

内容不明 40 /83 (48%)

阪神・淡路大震災に対応する耐
震設計を実施した

阪神・淡路大震災に

対応する耐震設計を

実施していない

3

当初設計における耐震設計 地下街数

80 /83 (96%)

実施した 33 /80 (41%)

実施中
(H21年度調査時)

4 /80 (5%)

33 /80 (41%)

10 /80 (13%)

実施した
又は実施中

37 /80 (46%)

実施していない
43 /80 (54%)

未回答

耐震診断の実施 地下街数

10 /33 (30%)

23 /33 (70%)

耐震補強が必要
33

耐震診断の結果 地下街数

/33 (100%)
耐震補強の必要なし

5 /10 (50%)

5 /10 (50%)

補強工事を実施済み
10 /10 (100%)

補強工事を未実施

耐震補強工事の実施 地下街数

注）耐震診断の結果、耐震補強が必要となった10地下街を対象

（c）耐震診断の結果

（d）補強工事の実施状況

（a）建設時の耐震設計の実施状況

（b）耐震診断の実施状況

注）建設時の設計で阪神･淡路対応の耐震設計を実施していない80地下街を対象

注）耐震診断を実施した33地下街を対象

建設時の耐震設計
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４．耐震診断・補強の実施する際の留意事項

■耐震診断・耐震補強フロー図
・資料収集

設計計算書、設計図、改修記録、地盤調査結果等

・現状調査
改修箇所（特に壁等の新たな開口部）、壁厚、柱幅

・劣化度調査
目視調査、強度調査、中性化深さ、鉄筋調査

・資料収集
設計計算書、設計図、改修記録、地盤調査結果等

・現状調査
改修箇所（特に壁等の新たな開口部）、壁厚、柱幅

・劣化度調査
目視調査、強度調査、中性化深さ、鉄筋調査

・既存鉄筋コンクリート造建築物の
耐震診断基準・同解説

・既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の
耐震診断基準・同解説

・既存の鉄道構造物に係る耐震補強の
緊急処置について・同解説

・既存鉄筋コンクリート造建築物の
耐震診断基準・同解説

・既存鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の
耐震診断基準・同解説

・既存の鉄道構造物に係る耐震補強の
緊急処置について・同解説

・鋼板巻立補強工法

・コンクリート増厚工法

・炭素繊維シート補強工法

・高延性繊維シート補強工法

・鉄骨ブレース工法

・ＲＢ（リブバー）耐震補強工法

・一面耐震補強工法

・鋼板巻立補強工法

・コンクリート増厚工法

・炭素繊維シート補強工法

・高延性繊維シート補強工法

・鉄骨ブレース工法

・ＲＢ（リブバー）耐震補強工法

・一面耐震補強工法
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５．地下街における耐震診断の方法・代表的な事例

⇒

 

代表的な事例として、実際の診断事例４例を紹介
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６．地下街における耐震補強の方法・事例

⇒

 

耐震補強の主な工法について、概要を紹介

※実施事例においては、中柱に対する、「鋼板巻立補強工法」が主に実施されている状況
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